
2.2 底生生物調査

2.2.1 調査実施状況

底生生物調査は表 2.2.1 に示す底質調査と同じ日程で実施した。

表 2.2.1 底生生物調査の実施日

春季 平成 25年 6月 24 日

夏季 平成 25年 8月 20 日

秋季 平成 25年 10 月 18 日

冬季 平成 26年 1月 14 日

底生生物調査の結果概要（種類数、個体数、湿重量）を表 2.2.2 に示す。なお、出現種の一

覧は資料編に示す。

表 2.2.2（1） 底生生物調査の結果概要（春季）
調査期日：平成25年 6月24日

調査方法：ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による3回採泥

項目 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 平均

軟体動物門 5 8 3 6 4 10 22

環形動物門 5 13 14 6 7 16 34

節足動物門 4 1 5 2 2 12

そ の 他 3 3 1 1 3 5

合 計 17 25 23 14 12 31 73

軟体動物門 21 16 19 816 636 126 272

環形動物門 22 52 187 17 126 238 107

節足動物門 11 3 10 4 4 5

そ の 他 24 4 3 3 27 10

合 計 78 75 219 837 765 395 395

軟体動物門 26.9 21.3 8.7 97.5 83.1 31.9 69.0

環形動物門 28.2 69.3 85.4 2.0 16.5 60.3 27.1

節足動物門 14.1 4.0 4.6 0.5 1.0 1.4

そ の 他 30.8 5.3 1.4 0.4 6.8 2.6

Armandia sp. ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ Aphelochaeta sp. ｱｻﾘ ｱｻﾘ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｱｻﾘ

15 (19.2) 16 (21.3) 56 (25.6) 789 (94.3) 598 (78.2) 122 (30.9) 237 (60.0)

紐形動物門 ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Armandia sp. ｼｽﾞｸｶﾞｲ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

13 (16.7) 9 (12.0) 38 (17.4) 50 ( 6.5) 70 (17.7) 28 ( 7.1)

ｼｵﾌｷｶﾞｲ Glycera sp. ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

11 (14.1) 8 (10.7) 33 (15.1) 39 ( 5.1) 35 ( 8.9)

ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ ｻｸﾗｶﾞｲ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｱｻﾘ

10 (12.8) 5 ( 6.7) 32 (14.6) 30 ( 7.6)

ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ Aphelochaeta sp. ｼｽﾞｸｶﾞｲ Aphelochaeta sp.

7 ( 9.0) 4 ( 5.3) 16 ( 7.3) 22 ( 5.6)

軟体動物門 5.30 2.13 0.44 165.62 115.65 6.14 49.21

環形動物門 0.12 2.18 2.44 0.33 0.48 4.07 1.60

節足動物門 0.28 0.12 1.16 0.02 0.01 0.27

そ の 他 2.06 0.46 + 0.18 0.05 0.46

合 計 7.76 4.89 4.04 165.97 116.31 10.27 51.54

軟体動物門 68.3 43.6 10.9 99.8 99.4 59.8 95.5

環形動物門 1.5 44.6 60.4 0.2 0.4 39.6 3.1

節足動物門 3.6 2.5 28.7 <0.1 0.1 0.5

そ の 他 26.5 9.4 + 0.2 0.5 0.9

ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ｱｻﾘ ｱｻﾘ ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ｱｻﾘ

4.68 (60.3) 1.70 (34.8) 0.92 (22.8) 157.34 (94.8) 108.59 (93.4) 4.44 (43.2) 44.37 (86.1)

ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ Glycera sp. ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

2.04 (26.3) 0.73 (14.9) 0.78 (19.3) 6.87 ( 5.9) 1.77 (17.2)

ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ﾁﾛﾘ ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ

0.62 (12.7) 0.50 (12.4) 1.14 (11.1)

ﾊﾔﾃｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Aphelochaeta sp. ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

0.43 ( 8.8) 0.45 (11.1) 0.93 ( 9.1)

ｺﾞｲｻｷﾞｶﾞｲ ｺﾞｲｻｷﾞｶﾞｲ

0.34 ( 7.0) 0.30 ( 7.4)

注) 1.湿重量が0.01g/0.15m
2
未満の場合、湿重量欄及び同組成比欄は「+」で示す。

2.主な出現種は各調査地点の出現個体数及び湿重量の上位5種（ただし、種別組成比が5%以上）を示す。
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表 2.2.2（2） 底生生物調査の結果概要（夏季）
調査期日：平成25年 8月20日

調査方法：ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による3回採泥

項目 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 平均

軟体動物門 8 12 10 12 4 17 32

環形動物門 7 16 10 16 5 13 39

節足動物門 3 3 1 6 3 7 16

そ の 他 2 4 1 3 3 6

合 計 20 35 22 37 12 40 93

軟体動物門 107 145 138 2,591 119 526 604

環形動物門 39 131 134 293 524 159 213

節足動物門 13 4 1 40 14 11 14

そ の 他 2 20 2 10 24 10

合 計 161 300 275 2,934 657 720 841

軟体動物門 66.5 48.3 50.2 88.3 18.1 73.1 71.8

環形動物門 24.2 43.7 48.7 10.0 79.8 22.1 25.4

節足動物門 8.1 1.3 0.4 1.4 2.1 1.5 1.6

そ の 他 1.2 6.7 0.7 0.3 3.3 1.1

ﾊﾏｸﾞﾘ Aphelochaeta sp. ｼｽﾞｸｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾂﾂｵｵﾌｪﾘｱ ｼｽﾞｸｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

36 (22.4) 72 (24.0) 99 (36.0) 2,430 (82.8) 246 (37.4) 228 (31.7) 438 (52.1)

ｼｵﾌｷｶﾞｲ ｶｶﾞﾐｶﾞｲ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Armandia sp. ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｼｽﾞｸｶﾞｲ

24 (14.9) 59 (19.7) 47 (17.1) 151 (23.0) 179 (24.9) 57 ( 6.8)

ｱｻﾘ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Aphelochaeta sp. ｱｻﾘ ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ｱｻﾘ

20 (12.4) 19 ( 6.3) 31 (11.3) 116 (17.7) 53 ( 7.4) 54 ( 6.4)

ﾂﾂｵｵﾌｪﾘｱ ｱｻﾘ ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ｶﾜｺﾞｶｲ属 ｱｻﾘ ﾂﾂｵｵﾌｪﾘｱ

19 (11.8) 16 ( 5.3) 27 ( 9.8) 64 ( 9.7) 50 ( 6.9) 45 ( 5.3)

Glycera sp. ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

14 ( 8.7) 15 ( 5.0) 48 ( 7.3) 39 ( 5.4)

軟体動物門 38.12 9.51 2.21 292.40 56.93 23.12 70.38

環形動物門 0.39 1.11 2.47 1.10 1.93 3.49 1.75

節足動物門 0.02 0.11 + 0.15 0.05 0.15 0.08

そ の 他 0.04 0.16 0.06 0.15 2.78 0.53

合 計 38.57 10.89 4.74 293.80 58.91 29.54 72.74

軟体動物門 98.8 87.3 46.6 99.5 96.6 78.3 96.8

環形動物門 1.0 10.2 52.1 0.4 3.3 11.8 2.4

節足動物門 0.1 1.0 + 0.1 0.1 0.5 0.1

そ の 他 0.1 1.5 1.3 0.1 9.4 0.7

ｼｵﾌｷｶﾞｲ ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ ｼｽﾞｸｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｱｻﾘ ｱｻﾘ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

32.35 (83.9) 2.72 (25.0) 1.35 (28.5) 248.01 (84.4) 56.82 (96.5) 6.86 (23.2) 42.49 (58.4)

ｱｻﾘ ｶｶﾞﾐｶﾞｲ ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ｱｻﾘ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｱｻﾘ

4.27 (11.1) 1.96 (18.0) 0.87 (18.4) 32.34 (11.0) 6.28 (21.3) 16.86 (23.2)

ﾊﾞｶｶﾞｲ Glycera sp. ｼｽﾞｸｶﾞｲ ｼｵﾌｷｶﾞｲ

0.99 ( 9.1) 0.62 (13.1) 3.03 (10.3) 6.42 ( 8.8)

ｱｻﾘ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｲｶﾘﾅﾏｺ科

0.79 ( 7.3) 0.30 ( 6.3) 2.42 ( 8.2)

ｼｵﾌｷｶﾞｲ ｲﾖｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾄﾘｶﾞｲ

0.76 ( 7.0) 0.25 ( 5.3) 1.74 ( 5.9)

ｻｸﾗｶﾞｲ

0.76 ( 7.0)

注) 1.湿重量が0.01g/0.15m
2
未満の場合、湿重量欄及び同組成比欄は「+」で示す。

2.主な出現種は各調査地点の出現個体数及び湿重量の上位5種（ただし、種別組成比が5%以上）を示す。
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表 2.2.2（3） 底生生物調査の結果概要（秋季）

調査期日：平成25年10月18日

調査方法：ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による3回採泥

項目 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 平均

軟体動物門 9 3 3 7 3 9 20

環形動物門 5 15 9 7 4 18 32

節足動物門 4 2 2 1 9

そ の 他 2 3 3 2 6

合 計 20 23 15 16 8 29 67

軟体動物門 143 16 3 120 7 68 60

環形動物門 19 139 270 32 8 336 134

節足動物門 4 15 6 1 4

そ の 他 2 6 14 8 5

合 計 168 176 287 158 16 412 203

軟体動物門 85.1 9.1 1.0 75.9 43.8 16.5 29.3

環形動物門 11.3 79.0 94.1 20.3 50.0 81.6 66.1

節足動物門 2.4 8.5 3.8 6.3 2.1

そ の 他 1.2 3.4 4.9 1.9 2.5

ｼｵﾌｷｶﾞｲ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｱｻﾘ ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

54 (32.1) 76 (43.2) 235 (81.9) 63 (39.9) 5 (31.3) 103 (25.0) 54 (26.5)

ﾊﾏｸﾞﾘ Aphelochaeta sp. ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

37 (22.0) 21 (11.9) 17 (10.8) 4 (25.0) 71 (17.2) 32 (15.5)

ｱｻﾘ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼｵｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ科 ｶﾜｺﾞｶｲ属 ﾋﾄｴﾗｺﾞｶｲ科 ｱｻﾘ

26 (15.5) 17 ( 9.7) 16 (10.1) 2 (12.5) 48 (11.7) 21 (10.4)

Glycera sp. Glycera sp. ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ ｱｻﾘ Aphelochaeta sp.

14 ( 8.3) 12 ( 6.8) 13 ( 8.2) 1 ( 6.3) 37 ( 9.0) 10 ( 5.0)

ﾊﾞｶｶﾞｲ属 ﾗｽﾊﾞﾝﾏﾒｶﾞﾆ ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ ｱｻﾘ Aphelochaeta sp.

12 ( 7.1) 11 ( 6.3) 11 ( 7.0) 1 ( 6.3) 36 ( 8.7)

Hemipodia sp.

1 ( 6.3)

Armandia sp.

1 ( 6.3)

ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属

1 ( 6.3)

軟体動物門 34.84 5.55 0.95 92.30 6.99 22.36 27.17

環形動物門 0.69 1.53 2.50 0.48 0.04 2.94 1.36

節足動物門 0.38 0.47 0.16 + 0.17

そ の 他 0.02 0.08 0.54 0.03 0.11

合 計 35.93 7.63 3.99 92.94 7.03 25.33 28.81

軟体動物門 97.0 72.7 23.8 99.3 99.4 88.3 94.3

環形動物門 1.9 20.1 62.7 0.5 0.6 11.6 4.7

節足動物門 1.1 6.2 0.2 + 0.6

そ の 他 0.1 1.0 13.5 0.1 0.4

ｼｵﾌｷｶﾞｲ ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｱｻﾘ ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ ｱｻﾘ ｱｻﾘ

21.65 (60.3) 3.61 (47.3) 1.90 (47.6) 79.52 (85.6) 5.55 (78.9) 19.07 (75.3) 17.54 (60.9)

ﾊﾏｸﾞﾘ ｻｸﾗｶﾞｲ ｲﾖｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ ｱｻﾘ ｲﾖｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｵﾌｷｶﾞｲ

5.91 (16.4) 1.91 (25.0) 0.69 (17.3) 7.20 ( 7.7) 1.25 (17.8) 1.51 ( 6.0) 3.61 (12.5)

ｱｻﾘ ﾗｽﾊﾞﾝﾏﾒｶﾞﾆ ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ

5.40 (15.0) 0.45 ( 5.9) 0.49 (12.3) 2.13 ( 7.4)

ｺﾞｲｻｷﾞｶﾞｲ

0.26 ( 6.5)

注) 1.湿重量が0.01g/0.15m
2
未満の場合、湿重量欄及び同組成比欄は「+」で示す。

2.主な出現種は各調査地点の出現個体数及び湿重量の上位5種（ただし、種別組成比が5%以上）を示す。
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表 2.2.2（4） 底生生物調査の結果概要（冬季）

調査期日：平成26年 1月14日

調査方法：ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による3回採泥

項目 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 平均

軟体動物門 5 5 2 2 2 4 14

環形動物門 5 20 23 4 2 21 34

節足動物門 2 6 1 2 2 3 9

そ の 他 2 5 2 2 3 8

合 計 14 36 28 10 6 31 65

軟体動物門 14 10 2 22 5 12 11

環形動物門 8 162 425 13 2 431 174

節足動物門 3 8 4 2 8 3 5

そ の 他 46 8 3 19 5 14

合 計 71 188 434 56 15 451 203

軟体動物門 19.7 5.3 0.5 39.3 33.3 2.7 5.3

環形動物門 11.3 86.2 97.9 23.2 13.3 95.6 85.7

節足動物門 4.2 4.3 0.9 3.6 53.3 0.7 2.3

そ の 他 64.8 4.3 0.7 33.9 1.1 6.7

ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ属 ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

43 (60.6) 54 (28.7) 229 (52.8) 20 (35.7) 7 (46.7) 113 (25.1) 53 (26.0)

ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ Aphelochaeta sp. ﾋﾄｴﾗｺﾞｶｲ科 ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

6 ( 8.5) 33 (17.6) 44 (10.1) 18 (32.1) 4 (26.7) 68 (15.1) 30 (14.9)

ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ Glycera sp. ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ ﾋﾄｴﾗｺﾞｶｲ科 ﾋﾄｴﾗｺﾞｶｲ科

19 (10.1) 32 ( 7.4) 8 (14.3) 1 ( 6.7) 56 (12.4) 17 ( 8.3)

Mediomastus sp. Aphelochaeta sp. ｶﾜｺﾞｶｲ属 Glycera sp. Aphelochaeta sp. Aphelochaeta sp.

12 ( 6.4) 24 ( 5.5) 3 ( 5.4) 1 ( 6.7) 36 ( 8.0) 16 ( 7.7)

Armandia sp. Nephtys sp. ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ

1 ( 6.7) 30 ( 6.7) 10 ( 5.0)

ﾋﾒｽﾅﾎﾘﾑｼ

1 ( 6.7)

軟体動物門 10.77 2.03 0.04 4.62 1.08 0.30 3.14

環形動物門 0.12 3.13 5.54 2.87 0.16 5.00 2.80

節足動物門 0.02 0.06 0.02 0.04 0.06 0.05 0.04

そ の 他 0.79 0.17 0.01 0.09 0.28 0.22

合 計 11.70 5.39 5.61 7.62 1.30 5.63 6.21

軟体動物門 92.1 37.7 0.7 60.6 83.1 5.3 50.6

環形動物門 1.0 58.1 98.8 37.7 12.3 88.8 45.2

節足動物門 0.2 1.1 0.4 0.5 4.6 0.9 0.7

そ の 他 6.8 3.2 0.2 1.2 5.0 3.6

ｼｵﾌｷｶﾞｲ ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

4.61 (39.4) 1.13 (21.0) 4.45 (79.3) 3.41 (44.8) 0.61 (46.9) 1.69 (30.0) 1.13 (18.1)

ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ Aphelochaeta sp. ﾁﾛﾘ ﾁﾛﾘ ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ Aphelochaeta sp. ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ

4.44 (37.9) 0.95 (17.6) 0.51 ( 9.1) 1.74 (22.8) 0.47 (36.2) 0.86 (15.3) 1.04 (16.8)

ﾊﾏｸﾞﾘ ﾁﾛﾘ ｲｿｼｼﾞﾐｶﾞｲ Glycera sp. ﾁﾛﾘ ｼｵﾌｷｶﾞｲ

1.44 (12.3) 0.76 (14.1) 1.21 (15.9) 0.15 (11.5) 0.72 (12.8) 0.77 (12.4)

ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ ｻｸﾗｶﾞｲ Glycera sp. ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ

0.63 ( 5.4) 0.66 (12.2) 0.52 ( 6.8) 0.59 (10.5) 0.69 (11.0)

ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ﾏｷﾝﾄｼﾁﾛﾘ ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ﾁﾛﾘ

0.61 (11.3) 0.48 ( 6.3) 0.49 ( 8.7) 0.63 (10.2)
注）主な出現種は各調査地点の出現個体数及び湿重量の上位5種（ただし、種別組成比が5%以上）を示す。
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2.2.2 種類数

底生生物の出現種数を図 2.2.1 に、種数の水平分布を図 2.2.2 に示す。

底生生物の各季の出現種数（6 地点全体）は、春季が 73 種、夏季が 93 種、秋季が 67 種、冬

季が 65 種であった。分類群別にみると、環形動物門が 32～39種で最も多く、次いで軟体動物

門が 14～32種で多かった。

水平分布をみると、四季を通じて最も沖側の調査地点 St.6 で種類数が多く、流入水の影響が

大きい調査地点 St.5で種類数が少なくなる傾向がみられた。
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図 2.2.1 底生生物の出現種数
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2.2.3 個体数

底生生物の個体数を図 2.2.3 に、個体数の水平分布を図 2.2.4 に示す。

底生生物の各季の出現個体数（6地点平均）は、春季が395個体/0.15m2、夏季が841個体/0.15m2、

秋季が 203個体/0.15m2、冬季が 203 個体/0.15m2であった。分類群別にみると、春季及び夏季

は軟体動物門、秋季及び冬季は環形動物門が多かった。

特に、St.3では秋季にシノブハネエラスピオが 235個体（全体の 81.9％）、冬季に 229 個体

（全体の 52.8％）確認されたため、環形動物門の個体数の顕著な増加がみられた。St.4 では春

季にアサリが 789 個体（全体の 94.3％）、夏季にホトトギスガイが 2,430 個体（全体の 82.8％）

確認されたため、軟体動物門の個体数の顕著な増加がみられた。St.5 では春季にアサリが 598

個体（全体の 78.2％）確認されたため、軟体動物門の個体数の顕著な増加がみられ、夏季にツ

ツオオフェリアが 246 個体（全体の 37.4％）確認されたため、環形動物門の個体数の顕著な増

加がみられた。St.6では夏季にシズクガイが 228 個体（全体の 31.7％）確認されたため、軟体

動物門の個体数の顕著な増加がみられた。

水平分布をみると、朝明川河口干潟東側に位置する St.4、St.5 及び St.6 で、春季及び夏季

に他地点と比較して個体数が多い傾向がみられたが、St.4 及び St.5 では秋季及び冬季に個体

数の減少がみられた。
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図 2.2.3 底生生物の個体数
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2.2.4 湿重量

底生生物の湿重量を図 2.2.5 に、湿重量の水平分布を図 2.2.6 に示す。

底生生物の各季の湿重量（6地点平均）は、春季が 51.54g/0.15m2、夏季が 72.74g/0.15m2、

秋季が 28.81g/0.15m2、冬季が 6.21g/0.15m2であった。分類群別にみると、いずれの季節も軟

体動物門が多かった。

特に、St.4 では春季にアサリが 157.34g/0.15m2（全体の 94.8％）、夏季にホトトギスガイが

248.01g/0.15m2（全体の 84.4％）、アサリが 32.34g/0.15m2（全体の 11.0％）、秋季にアサリが

79.52g/0.15m2（全体の 85.6％）確認されたため、軟体動物門の湿重量の顕著な増加がみられ

た。St.5では春季にアサリが 108.59g/0.15m2（全体の 93.4％）、夏季にアサリが 56.82g/0.15m2

（全体の 96.5％）確認されたため、軟体動物門の湿重量の顕著な増加がみられた。

水平分布をみると、個体数と同様に、朝明川河口干潟東側に位置する St.4、St.5 及び St.6

で、春季及び夏季に他地点と比較して湿重量が多い傾向がみられたが、St.4 及び St.5 では秋

季及び冬季に湿重量の減少がみられた。
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図 2.2.5 底生生物の湿重量
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2.2.5 主要種

底生生物の各季における主な出現種（個体数）は以下のとおりであり、主要種の写真を図

2.2.7 に示す。

【春季】

春季は、アサリ（軟体動物門ニマイガイ綱）の構成比が 60.0％と最も多く、次いでカタマガ

リギボシイソメ（環形動物門ゴカイ綱）が 7.1％出現した。

アサリは St.3 を除く 5 地点で、カタマガリギボシイソメは St.2、St.3、St.6 で出現した。

【夏季】

夏季は、ホトトギスガイ（軟体動物門ニマイガイ綱）の構成比が 52.1％と最も多く、次いで

シズクガイ（軟体動物門ニマイガイ綱）が 6.8％、アサリ（軟体動物門ニマイガイ綱）が 6.4％、

ツツオオフェリア（環形動物門ゴカイ綱）が 5.3％出現した。

ホトトギスガイは St.5 を除く 5 地点で、シズクガイは St.2、St.3、St.6 で出現した。

【秋季】

秋季は、シノブハネエラスピオ（環形動物門ゴカイ綱）の構成比が 26.5％と最も多く、次い

でカタマガリギボシイソメ（環形動物門ゴカイ綱）が 15.5％、アサリ（軟体動物門ニマイガイ

綱）が 10.4％、Aphelochaeta 属の一種（環形動物門ゴカイ綱）が 5.0％出現した。

シノブハネエラスピオ及びカタマガリギボシイソメは St.2、St.3、St.6 で出現した。

【冬季】

冬季は、シノブハネエラスピオ（環形動物門ゴカイ綱）の構成比が 26.0％と最も多く、次い

でカタマガリギボシイソメ（環形動物門ゴカイ綱）が 14.9％、ヒトエラゴカイ科（環形動物門

ゴカイ綱）が 8.3％、Aphelochaeta 属の一種（環形動物門ゴカイ綱）が 7.7％、ハスノハカシ

パン（棘皮動物ウニ網）が 5.0％出現した。

シノブハネエラスピオ及びカタマガリギボシイソメは St.2、St.3、St.6 で出現した。



ホトトギスガイ シズクガイ

アサリ カタマガリギボシイソメ

シノブハネエラスピオ Aphelochaeta 属の一種

ヒトエラゴカイ科 ハスノハカシパン

図 2.2.7 主要種の写真



2.2.6 重要種確認状況

現地調査により確認した底生生物のうち、重要種を表 2.2.3 に示す。

環境省の第 4 次レッドリスト（2012）に基づき、重要種として選定された種は、ユウシオガ

イ、サクラガイ、オチバガイ、ヤマトシジミ、ハマグリの 5 種であった。

「三重県レッドデータブック-2005-動物編」（以下、「三重県 RDB」という）に基づき、重要

種として選定された種は、オチバガイ、ハマグリの 2 種であった。

注意を要する種として、「日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状（WWFJ

Science Report Vol. 3, 1996）」に基づき、重要種として選定された種は、ユウシオガイ、オ

チバガイ、ハマグリ、ソトオリガイ、トリウミアカイソモドキの 5 種であった。

これらの基準によって選定された 7 種の出現状況を以下に示す。

●ユウシオガイ

夏季に St.6 で、秋季に St.1 で確認された。

●サクラガイ

春季に St.2、6 で、夏季、秋季及び冬季に St.2で確認された。

●オチバガイ

春季に St.4、5 で、夏季に St.1、4で、秋季及び冬季に St.1、4、5 で確認された。

●ヤマトシジミ

春季及び秋季に St.4 で、夏季に St.4、5 で確認された。

●ハマグリ

春季、夏季及び秋季に St.1、4 で、冬季に St.1で確認された。

●ソトオリガイ

春季に St.4 で、夏季に St.4、6 で確認された。

●トリウミアカイソモドキ

春季に St.1、3 で、夏季及び秋季に St.1 で確認された。

表 2.2.3 確認された重要種

環境省
RL

三重県
RDB WWF 春季 夏季 秋季 冬季

1 軟体動物 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾊﾏｸﾞﾘ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Moerella rutila ﾕｳｼｵｶﾞｲ NT 危険 ○ ○ ○

2 Nitidotellina hokkaidoensis ｻｸﾗｶﾞｲ NT ○ ○ ○ ○ ○

3 ｼｵｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ Psammotaea virescens ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ NT NT 危険 ○ ○ ○ ○ ○

4 ｼｼﾞﾐ Corbicula japonica ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ NT ○ ○ ○ ○

5 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Meretrix lusoria ﾊﾏｸﾞﾘ VU VU 危険 ○ ○ ○ ○

6 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷｵｷﾅｶﾞｲ Laternula marilina ｿﾄｵﾘｶﾞｲ 危険 ○ ○ ○ ○

7 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｲﾜｶﾞﾆ Sestrostoma toriumii ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ 危険 ○ ○ ○ ○

5種 2種 5種 6 7 6 3 7

注1. 環境省RL：「第4次レッドリストの公表について（環境省報道発表資料，2012年8月28日）」に記載されている種及び亜種を示す。

VU（絶滅危惧Ⅱ類）：絶滅の危険が増大している種

NT（準絶滅危惧）：現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種

注2. 三重県RDB：三重県レッドデータブック 2005「三重県版レッドデータブック2005動物」（三重県環境森林部自然環境室, 2006）に記載されている種及び亜種。

VU（絶滅危惧Ⅱ類）：絶滅の危険が増大している種

NT（準絶滅危惧）：現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種

注3. WWF：日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状 WWF-Japanｻｲｴﾝｽﾚﾎﾟｰﾄ Vol.3(世界自然保護基金日本委員会,1996)に記載されている種及び亜種。

危険：絶滅に向けて進行しているとみなされる種

注4. 「ﾊﾏｸﾞﾘ」は、外来種の「ｼﾅﾊﾏｸﾞﾘ」との判別が困難であったが、業務の性質上、過年度データに従って「ﾊﾏｸﾞﾘ」とした。

過年度
確認状況重要種

科 学名 和名番号 門 綱 目



2.2.7 底生生物群集の類似性

調査地点間における種類－個体数間の類似の程度をみるため、Kimoto の類似度指数（Cπ）＊

を計算した。さらにクラスター解析を行うため、Mountford 法（平均連結法）によって調査地

点間の類似度指数を再計算し、デンドログラムを作成し図 2.2.8 に示した。

Kimoto の類似度指数（Cπ）＊では、1 に近い程類似度が高いと判断される。ここでは、類似

度指数が 0.75 以上で結ばれる調査地点を類似性の高い群集とみなし、その群集の個体数上位種

の中で共通して出現した種類により、その群集名とした。

【春季】

St.4 及び St.5：アサリ群集

その他は、各調査地点が独立しており、共通する群集はみられなかった。

【夏季】

St.3 及び St.6：シズクガイ－カタマガリギボシイソメ群集

その他は、各調査地点が独立しており、共通する群集はみられなかった。

【秋季】

St.2 及び St.6：カタマガリギボシイソメ－シノブハネエラスピオ群集

その他は、各調査地点が独立しており、共通する群集はみられなかった。

【冬季】

St.2 及び St.6：カタマガリギボシイソメ－シノブハネエラスピオ群集

その他は、各調査地点が独立しており、共通する群集はみられなかった。

*） Kimoto の類似度指数(Ｃπ)は

Ｓ
2Σｎ１ｉ・ｎ２ｉ
ｉ＝１

Ｃπ＝
（Σπ１

２＋Σπ２
２）Ｎ１・Ｎ２

Ｓ Ｓ
Σ ｎ１ｉ

２ Σ ｎ２ｉ
２

ｉ＝１ ｉ＝１

Σπ１
２＝ 、Σπ２

２＝ である。
Ｎ１

２ Ｎ２
２

ここで、Ｎ１、Ｎ２は調査点１、２の総個体数、ｎ１ｉ、ｎ２ｉは調査点１、２の第ｉ番目の種類の個体数、Ｓは
総種類数である。
ＣΠは０≦ＣΠ≦１の範囲にあり、両群集の構成が類似しているほど１に近く、相違しているほど０に近い値を

示す。従って、両群集の種類とそれらの個体数が全く同一の場合はＣπ＝１、両群集に共通する種類が全くない
場合はＣπ＝０となる。



図 2.2.8 底生生物群集のクラスター解析結果
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2.2.8 底生生物の多様度

各調査地点における底生生物群集の多様性を確認するため、Simpson の単純度指数の不偏推

定値（λ）＊＊を計算し、表 2.2.4 に示した。なお、単純度指数が 1 に近いほど、単純な生物群

集であることを示す。

【春季】

春季における単純度指数は 0.078～0.889 の範囲にあり、調査地点 St.4及び St.5 で高くなっ

ていた。

その要因は、St.4 及び St.5 ともにアサリが他種よりも多く出現し（St.4：789個体、St.5：

598 個体）、合計個体数の 94.3％（St.4）、78.2％（St.5）を占めたことによるものであった。

【夏季】

夏季における単純度指数は 0.112～0.690 の範囲にあり、調査地点 St.4で高くなっていた。

その要因は、St.4 ではホトトギスガイが他種よりも多く出現し（2,430 個体）、合計個体数の

82.8％を占めたことによるものであった。

【秋季】

秋季における単純度指数は 0.128～0.674 の範囲にあり、調査地点 St.3で高くなっていた。

その要因は、St.3 ではシノブハネエラスピオが他種よりも多く出現し（235個体）、合計個体

数の 81.9％を占めたことによるものであった。

【冬季】

冬季における単純度指数は 0.117～0.375 の範囲にあり、いずれの地点も単純度指数は比較的

低く、多様な底生生物群集となっていた。

表 2.2.4 底生生物群集の単純度指数

**) Simpson の単純度指数は

ここで、Ｎは総個体数、Ｓは総種類数、ｎiは第ｉ番目の種類の個体数である。

λは０≦λ≦１の範囲にあり、多様性に富んでいる複雑な群集では０に近く、多様性に乏しく単純な群集

では１に近い値を示す。但し、次のような特殊な場合が考えられる。

①総個体数が０か１の場合、λは計算されない。

②総個体数が２個体以上でも、総種類数が１種類の場合、λ＝１

③総種類数が２種類以上でもその個体数がいずれも１個体の場合、λ＝０

調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 最小 最大

春季 0.106 0.078 0.144 0.889 0.621 0.147 0.078 0.889

夏季 0.115 0.112 0.184 0.690 0.239 0.178 0.112 0.690

秋季 0.185 0.219 0.674 0.195 0.142 0.128 0.128 0.674

冬季 0.375 0.130 0.301 0.244 0.257 0.117 0.117 0.375

最小 0.106 0.078 0.144 0.195 0.142 0.117

最大 0.375 0.219 0.674 0.889 0.621 0.178




